
はじめに

木材生産を目的として針葉樹人工林を造成するために，

これまでに一般に皆伐一斉造林が用いられてきた．しか

し，植栽の前段階に行われる森林の伐採は一時的な植生

の消失とそれにともなう林床有機物の分解の促進による

表土の露出を引き起こし，その結果土砂の流亡，流出水

量の増大をもたらすと考えられている．Bormann&Likens

（１９７９）はハーバードブルックの試験地の伐採流域で伐採

直後から流出水量が増加したと報告している．また，森

林の伐採は土壌の養分の損失，有機物の無機化の促進と

それにともなう窒素の流出など地力を低下させる．この

影響は森林生態系内の物質集積が少なく，物質の循環量

を小さくし回転速度を速くすることで森林の物資循環を

維持している斜面上部で大きいとされている（片

桐，１９８６）．このように森林の伐採は水循環や物質循環の

面でも林地の植被の回復の面でも問題になることが多い．

しかしながら，鈴木ら（１９８９）が花崗岩地帯で森林植生

の回復にともなって土砂流出量が低下したと報告してい

るように，植栽木によって林分が成立すればその影響は

徐々に小さくなってくる．

一方，我が国のように気温と降水量に恵まれたところ

では，伐採跡地を放置した場合でも切り株からの萌芽更

新や埋土種子の発芽・更新や残存木の下種更新によって，

二次林が成立することはよく知られている．しかし，そ

の期間は早くても２０年を要し，場所によっては３０年以
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Abstract The above ground biomass of a secondary forest and Sugi（Cryptomeria

japonica）plantation stand at Sanbe University Forest were measured in２００６. The above

ground biomass of the secondary forest recovered by natural regeneration were４４．１,

４２．０, ５８．１t/ha on the lower, middle and upper part of slope in the１st experimental site,

and２９．２, １６．３, １００．３ t/ha on the lower, middle and upper part of slope in the２nd ex-

perimental site, respectively. Those of Sugi plantation stand were１２３．０,１３２．８,９７．５t/ha

in the１st experimental site,７０．７, ５４．３, ６８．９ t/ha in the２nd experimental site, respec-

tively. The pioneer species by natural regeneration dominated on the lower part of slope

and the tree species regenerated by stump sprouting occupied high proportion on the up-

per part of slope. The amount of standing crop in plantation plot was occupied by Sugi and

depended simply on tree age. The other tree species remained little in Sugi plantation plot.

The biomass of grasses and herbs contributed to the vegetation recovery in the lower part

of slope right after clear cutting almost disappeared in both a secondary forest and Sugi

plantation forest at more than２０years after cutting because of the decline of light inten-

sity of forest floor.
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上を要し，必ずしも目的とする樹種で構成される森林と

はならないと考えられる．これに対してスギ・ヒノキ等

の針葉樹は成長が速く，人工造林によって短期間で安定

した林分を形成することが可能である．しかしながら，

近年は針葉樹一辺倒の施業ではなく，立地条件に合った

施業によって広葉樹林化を目指し，伐採跡地を自然放置

による回復に任せる方法も考えられている．そこで，本

研究では自然放置と針葉樹植栽の２つの方法による植生

回復にともなう地上部の現存量の増加の過程について比

較・検討を行った．

調査地および調査方法

調査地は島根大学生物資源科学部附属三瓶演習林（島

根県飯石郡飯南町角井，N３９°０９′，E１３２°３９′）の５林班に

設置した第１皆伐試験地（１９７９年３月伐採）と４林班に

設置した第２皆伐試験地（１９８３年１１月伐採）である（図

１）．両試験地の伐採前の林況はコナラを優占種とする落

葉広葉樹林で，尾根筋には天然生アカマツが混交してい

た（片桐ら１９７６，片桐ら１９８４）．皆伐試験地は幅２０m

で斜面下部から尾根部まで皆伐し，幅１０mで２分し，一

方をスギ植栽区，もう一方を自然放置区とした．スギ植

栽区には ha当たり３０００本の割合でスギをそれぞれ１９７９

年，１９８４年４月に植栽し，７年目まで毎年１回夏に下刈り

を行った．また，雪解け後には雪起こし作業を必要に応

じて行った．自然放置区は一切の施業を行わずに放置し

た．

試験地の地上部現存量は，植栽したスギ，胸高直径３cm

以上の木本，胸高直径３cm未満樹高５０cm以上の木本，

および草本，シダ，ササに分けて測定した．胸高直径３cm

未満の木本および草本，ササ，シダの現存量は，２m×２m

の方形区を，斜面上部，中部，下部のそれぞれで４個ず

つ設け，方形区内の全ての個体を刈り取り，同化部，非

同化部に分けて重量を測定した．方形区内に出現した胸

高直径３cm以上の個体については伐倒し，現存量推定式

の作成のために同化部，非同化部の重量を測定した．な

お，それぞれに乾燥用サンプルを採取し，重量は全て絶

乾基準で表示した．

スギおよび胸高直径３cm以上の木本については，全て

の個体について毎木調査を行い，胸高直径，樹高を測定

し，D２Hと同化部重量と非同化重量の相対成長関係式か

ら現存量の推定を行った．スギの現存量の推定式の作成

には，三瓶演習林のスギ１０個体（玉垣，１９８８），同多根団

地のスギ５個体（長山，私信），東大演習林のスギ７３個

体（根岸ら，１９８８）のデータを用いた．胸高直径３cm

以上の木本の現存量の推定には上述の刈り取り区に出現

した３２個体のデータと美都町および吉賀町の広葉樹二次

林で伐倒した１１個体（片桐，２００６）のデータを用いた．

結果および考察

１）皆伐試験地における伐採後２３年目，２８年目の林分概

況

第１，第２皆伐試験地の林分概況を斜面位置ごとに表

１に示した．１９７９年３月に伐採された第１皆伐試験地は

２００６年現在で２８年が経過し，自然放置区の立木密度は１８８９

本／ha，平均胸高直径は８．６cm，平均樹高は８．３m，胸高

断面積合計は１７．５m２／ha，スギ植栽区の立木密度は１５７１

本／ha，平均胸高直径は１６．５cm，平均樹高は１２．４m，胸

高断面積合計は３８．０m２／haであった．斜面全体ではスギ

植栽区で直径，樹高成長が速く，植生の回復が旺盛であっ

た．斜面位置間で比較すると自然放置区，スギ植栽区と

もに立木密度は斜面下部で低く，上部で高い傾向を示し，

平均直径，平均樹高は逆に斜面下部で大きく，上部で小

さい傾向を示した．斜面下部で立木密度が低い理由は自

然放置区ではイイギリ，カラスザンショウ，ノグルミな

どの先駆樹種が伐採当初から侵入・繁茂し，その他の樹

種の侵入を抑制したためであり，スギ植栽区では当初３０００

本／ha植栽したが，冠雪害を受けた被害木を１９９１年に伐

採したためである．

１９８３年１１月に伐採された第２皆伐試験地は２００６年現

在で２３年が経過し，自然放置区の立木密度は２５４１本／ha，

平均胸高直径は６．３cm，平均樹高は７．３m，胸高断面積合

計は１５．２m２／ha，スギ植栽区の立木密度は３０４９本／ha，平

均胸高直径は９．４cm，平均樹高は７．６m，胸高断面積合計
図１ 調査地の位置図
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は２４．６m２／haであった．第１皆伐試験地と同様に直径成

長はスギ植栽区の方が良好であった．しかし，樹高成長

は自然放置区とスギ植栽区で大きな違いは見られなかっ

た．斜面位置間で比較すると立木密度は斜面上部で高く，

その傾向は自然放置区で顕著であった．自然放置区での

平均直径，樹高は斜面位置で大きな違いはなかった．自

然放置区の胸高断面積合計は斜面上部で極めて高くなっ

たが，直径に差がないことから立木密度が大きく影響し

ているといえる．スギ植栽区では胸高直径，樹高，断面

積合計ともに斜面下部で大きく，上部で小さかった．

２）皆伐試験地における伐採後２３年目，２８年目の種組成

伐採後の植生の回復にともなって先駆樹種の侵入，切

り株からの萌芽，下種更新などによって林分の種組成は

変化してくる．伐採後１，２年目の変化については既に報

告した（片桐ら，１９８５）が，伐採後２０年以上を経過した

段階での種組成を明らかにするために表２に第１皆伐試

験地の２８年目，第２皆伐試験地の２３年目の種組成を示し

た．

胸高直径３cm以上の個体を見ると自然放置区では両試

験地ともに斜面下部でイイギリが本数，断面積合計割合

ともに高い割合を示し，第１試験地では斜面中部，上部

でも出現している．イイギリの断面積合計割合が大きい

にもかかわらず，本数割合がさほど大きくないことは，

大径木が存在していることを示している．同様に断面積

合計では出現割合が高いが，本数では出現割合が低いも

のにノグルミ，カラスザンショウ，アカメガシワ，キハ

ダなどが見られ，斜面下部から中部に出現している．こ

れに対して斜面上部ではヤマザクラ，カスミザクラが本

数，断面積合計ともに高い割合を示した．これは切り株

からの萌芽更新によるものと考えられた．エゴノキ，ハ

クウンボク，ダンコウバイ，ヤマボウシなども萌芽更新

によるものと考えられ，本数で高い出現割合を斜面中部

から上部で示した．これに対して胸高直径３cm未満の個

体を見ると一部でアオハダ，イヌシデなどの高木，亜高

木種の出現も見られたが，ムラサキシキブ，クロモジ，

コバノガマズミ，ミヤマガマズミ，ヤブムラサキ，ウツ

ギなどの低木種の出現が斜面位置に関係なく高い割合で

見られた．

奥田ら（２００３）は伐採後放置された造林地で木本はア

カメガシワ，ヤマウルシなどの先駆樹種，ウワミズザク

ラ，コナラ，エゴノキなどの落葉広葉樹が多かったと，

島田（２００４）は尾鷲地方のヒノキ林伐採跡地では１年後

にアカメガシワ，カラスザンショウ，クサギ，タラノキ，

ヒメコウゾ，イイギリなどの先駆種が多く更新したと報

告している．島根県内の美都町，吉賀町，吉田町の伐採

後１０年弱を経過した伐採跡地での種組成を見ると，先駆

樹種が出現し，その直径，樹高は大きいが出現割合は低

かった．また，切り株からの萌芽更新によるウラジロガ

シが高い割合を占めた．その他の樹種ではヤブツバキや

エゴノキなどの亜高木種が見られるが出現割合は小さく，

低木種が多く繁茂していたと報告されている（片桐

２００６）．広葉樹林を伐採した後放置した場合先駆樹種の実

生更新や前生樹の成長によっても一部の高木種は回復す

るが，土壌の乾燥しやすい斜面中部，上部では切り株か

らの萌芽更新が現存量の増加にとって重要である．

一方，スギ植栽区ではスギによる林分の閉鎖によって，

胸高直径３cm以上の個体の樹種は第２試験地で伐り残さ

表１ 伐採後２３年目，２８年目の皆伐試験地における林分概況

林分密度
（本／ha）

平均直径
（cm）

平均樹高
（m）

断面積合計
（m２／ha）

第１皆伐試験地
（伐採後２８年）

自然放置区

斜面下部 １２４０ ８．５７ ７．１６ １７．４

斜面中部 １８７０ ８．１２ ８．３４ １５．２

斜面上部 ２６０５ ９．２１ ８．８９ ２１．９

スギ植栽区

斜面下部 １１３２ １９．５３ １３．７７ ３７．７

斜面中部 １５３８ １７．８４ １３．２３ ４１．６

斜面上部 ２０９５ １２．８８ １０．４６ ３１．８

第２皆伐試験地
（伐採後２３年）

自然放置区

斜面下部 １３４３ ７．５２ ７．３３ １０．５

斜面中部 ２１７５ ５．３３ ６．９０ ５．７

斜面上部 ４４２３ ６．６４ ７．６５ ３７．９

スギ植栽区

斜面下部 ２９５４ １０．２２ ８．５６ ２７．１

斜面中部 ２９４５ ９．６５ ７．５８ ２３．１

斜面上部 ３３５９ ８．３７ ６．６６ ２５．０
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表２ 第１皆伐試験地の伐採後２８年目および第２皆伐試験地の伐採後２３年目の種組成

処理区 試験地 斜面位置
D３cm以上 D３cm未満

本数割合（％） 断面積割合（％） 本数割合（％）

自然放置区

第１

下部

ムラサキシキブ １７．４ イイギリ ７８．９ ムラサキシキブ ４０．０

ヤブデマリ １７．４ ノグルミ ９．３ ミヤマガマズミ ８．０

イイギリ １３．０ ミズキ ３．７ アオハダ ８．０

ミズキ １３．０

中部

エゴノキ ３０．６ イイギリ ４２．０ ミツバアケビ ４０．７

キブシ ２４．２ エゴノキ ２３．５ クロモジ １６．４

ハクウンボク ６．５ キハダ ９．２ ムラサキシキブ ９．３

イイギリ ６．５ スギ ７．１ イワガラミ ５．７

上部

ヤマザクラ ２８．３ ヤマザクラ ４２．７ コバノガマズミ ４１．０

カスミザクラ １７．４ カスミザクラ １８．５ クロモジ １６．５

コハウチワカエデ ８．７ カラスザンショウ ７．０ ミヤマガマズミ １２．７

ヤマボウシ ８．７ イイギリ ６．９ ツリバナ ８．０

第２

下部

ハクウンボク １６．０ イイギリ ３０．６ イボタノキ ２３．９

ムラサキシキブ １６．０ カラスザンショウ ２６．９ ハイイヌツゲ ２２．５

ウツギ １６．０ アカメガシワ ２０．４ クロモジ １８．３

ハクウンボク １０．１ ウツギ ８．５

中部

エゴノキ １９．０ エゴノキ ２９．５ クロモジ ３４．３

クロモジ １５．２ ホオノキ １６．３ ミツバアケビ １１．０

ホオノキ １０．１ アカメガシワ ８．２ コバノガマズミ ８．１

ダンコウバイ ７．６ クロモジ ６．４ ヤブムラサキ ６．４

イタヤカエデ ５．９ イヌシデ ５．２

上部

ダンコウバイ １５．２ アカマツ ７０．７ ハイイヌツゲ １９．６

ハクウンボク １３．９ コシアブラ ５．３ イワガラミ １８．７

エゴノキ １１．４ カスミザクラ ５．１ アセビ １５．１

カスミザクラ １０．１ ハクウンボク ３．６ クロモジ ８．４

スギ植栽区

第１

下部 スギ １００．０ スギ １００．０

ムラサキシキブ ３８．８

クマイチゴ １６．５

イワガラミ １０．６

ツルウメモドキ １０．６

中部 スギ １００．０ スギ １００．０

イワガラミ １３．６

ヤマアジサイ １２．１

ミツバアケビ １０．６

ツルウメモドキ ９．１

上部 スギ １００．０ スギ １００．０

コバノガマズミ ２２．９

イワガラミ １８．１

ミヤマガマズミ ９．８

クロモジ ６．７

ヤブムラサキ ６．３

第２

下部 スギ １００．０ スギ １００．０
サルトリイバラ ３３．３

ミツバアケビ ３３．３

中部 スギ １００．０ スギ １００．０

クロモジ ２４．８

コバノガマズミ ２２．８

イワガラミ ２１．８

ミツバアケビ ６．９

上部

スギ ９８．３ スギ ６９．７ ヒサカキ ４０．９

アカマツ １．７ アカマツ ３０．３ クロモジ １８．２

ムラサキシキブ １８．２

コナラ ９．１
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れたアカマツ以外は全てスギであった．また，胸高直径

３cm未満の個体はイワガラミ，ミツバアケビ，ツルウメ

モドキなどのツル類が多く，斜面中部から上部でクロモ

ジ，コバノガマズミ，ミヤマガマズミ，ヤマアジサイ，

ムラサキシキブ，ヤブムラサキなどの低木種がわずかに

見られるだけであった．

両試験地の植生の種多様度指数H′を胸高直径３cm以上

の個体と３cm未満の個体に分けて表３に示した．林分の

種組成は前節で述べたが，上層木（胸高直径３cm以上）

および下層植生（胸高直径３cm未満）の種多様度は第１

皆伐試験地では自然放置区の斜面上部で高く，斜面中部

で低くなった．スギ植栽区では下層植生の種多様度が斜

面下部で小さく，上部ほど大きくなった．第２皆伐試験

地では自然放置区の下層植生の種多様度は斜面上部で高

く，斜面中部で低くなったが，上層木の種多様度は斜面

の中部でやや大きい傾向を示した．この傾向はスギ植栽

区の下層植生についても同様であった．

自然放置区とスギ植栽区を比較すると上層木の H′は両

試験地ともに自然放置区で大きかった．これは自然放置

区では１０～２４種の木本が出現したのに対してスギ植栽区

ではスギ以外の樹種の出現が全く見られなかったためで

ある．下層木の H′は第１試験地ではスギ植栽区でやや大

きいが，第２試験地ではスギ植栽区の方が小さかった．

長谷川（２００５）は伐採後の作業の違いは森林の種組成に

影響を及ぼし，植栽下刈り区では８年生時の H′が放置区

に比べて大きく，植栽などの作業が草本や木本の芽生え

を高密度で発生させたためであるが，１３年生時にはスス

キ，ヨツバヒヨドリ，クマイチゴなどの攪乱耐性種が消

滅し，H′も低下すると報告している．伐採後２３，２８年を

経過したスギ植栽区では下層木の出現種数が第１試験地

で３～１６種，第２試験地で１２～２８種と第１試験地で少な

く，植栽木による林分の閉鎖度合いの違いに影響を受け

たために試験地間で相違が出たものと考えられる．

３）皆伐試験地における伐採後２２年目，２８年目の地上部

現存量

第１皆伐試験地の地上部現存量は伐採後に実生更新し

た先駆樹種の上層木，萌芽更新によって更新した上層木

（亜高木層を含む），低木種からなる下層植生，およびサ

サ，シダ，草本とスギ植栽区では植栽されたスギからなっ

ている．これらの現存量を斜面位置ごとに求めて表４に

示した．胸高直径３cm以上の木本および植栽したスギの

現存量の推定に用いた相対成長関係式は以下のとおりで

ある．

広葉樹同化部

logWL＝０．６２５８３ logD２H＋０．９９３９５ r２＝０．５６６

広葉樹非同化部

logWC＝０．８１０９３ logD２H＋１．８８０９３ r２＝０．８９５

スギ同化部

logWL＝０．８８８５３ logD２H－０．４６５３２ r２＝０．８５０

スギ枝

logWB＝０．８８７６１ logD２H－２．４７１６８ r２＝０．８５７

スギ幹

logWS＝０．８１０７５ logD２H－１．７８２７０ r２＝０．９９４

伐採後２８年目を迎えた第１試験地の地上部現存量は，

自然放置区では合計で４７～６５t/haに，スギ植栽区では９８

～１３４t/haに達した．自然放置区の現存量は７年生のコナ

ラ人工林で２７．３～３９．５t/ha（外舘，１９８５），１３年生のコナ

ラ人工林５４．５t/ha（松山ら，２００３），伐採７年後の島根県

美都町の広葉樹二次林２６．７t/ha，島根県吉賀町の広葉樹

二次林２７．１t/ha（片桐，２００６）と林齢を考慮して比較す

るとほぼ妥当な値といえる．スギ人工林の現存量は林齢

以外の条件が同じ場合には単純に林齢の関数となり，２０

～３０年生では１００～１８０t/ha程度である（佐藤，１９７３）．

吉野の３０年生スギ人工林（四大学，１９６６）では１６９t/ha

とこの範囲に入っているのと同じように本試験地のスギ

植栽区でのスギの現存量もこの範囲内であった．

自然放置区では胸高直径３cm以上の木本の現存量が斜

面下部，中部，上部でそれぞれ４４．１，４２．０，５８．１ t/ha

と地上部現存量の９６％以上を占め，斜面上部では萌芽更

新によるサクラ類，斜面下部では実生更新による先駆樹

種が大半であった．スギ植栽区ではスギの現存量が斜面

下部，中部，上部でそれぞれ１２３．０，１３２．８，９７．５t/ha

と地上部現存量の９８％以上を占め，胸高直径３cm以上の

表３ 第１，第２皆伐試験地における種多様度指数

H′（D＞３cm）H′（D＜３cm）

第１皆伐試験地
（伐採後２８年）

自然放置区

斜面下部 ３．０７ ２．５３

斜面中部 ２．９３ ２．７３

斜面上部 ３．３１ ２．８５

スギ植栽区

斜面下部 ０．００ ２．６７

斜面中部 ０．００ ３．８３

斜面上部 ０．００ ３．７９

第２皆伐試験地
（伐採後２３年）

自然放置区

斜面下部 ３．４４ ３．０７

斜面中部 ３．９５ ３．４７

斜面上部 ３．７１ ３．６２

スギ植栽区

斜面下部 ０．００ ２．３４

斜面中部 ０．００ ３．０７

斜面上部 ０．１２ １．５８

片桐ほか：皆伐跡地における物質循環に関する研究（Ⅱ） １３



木本による更新はほとんど見られず，胸高直径３cm未満

の木本がわずかに見られた．また，伐採直後に斜面下部

で繁茂していた（片桐，１９８５）草本の現存量も０．０４～０．１６

t/haとほとんど見られなかった．

伐採後２３年目を迎えた第２試験地の地上部現存量は，

自然放置区では合計で３４～１０７t/haに，スギ植栽区では

７１～６９t/haに達した．自然放置区の現存量は前述の広葉

樹林の現存量に比べてやや多く，胸高直径３cm以上の木

本の現存量が斜面下部，中部，上部でそれぞれ２９．２，

１６．３，１００．３t/haと地上部現存量の９４％以上を占めてい

た，木本の現存量は第１試験地と同様に斜面上部では萌

芽更新，斜面下部では実生更新によるものであった．ス

ギ植栽区ではスギの現存量が斜面下部，中部，上部でそ

れぞれ７０．７，５４．３，６８．９t/haと地上部現存量の９９％以上

を占め，木本による更新はほとんど見られなかった．

このように伐採後２０年以上を経過するとスギ植栽区で

は林分が閉鎖し，スギの現存量は着実に増加した．スギ

人工林では林分の成長にともない林床の照度が低下し，

林内の下層植生は１０年生前後で最低となり，間伐・除伐

によって再び増加する（片桐，１９８５）．しかし，本試験地

では林分の閉鎖後も除伐，間伐などの手入れが十分に行

われなかったために林内の光条件が極度に悪化し，伐採

直後に更新した木本は下層植生の段階で枯死したと考え

られる．一方，自然放置区においては実生更新した先駆

樹種や切り株から萌芽更新した高木種の現存量が増加し，

木本の地上部現存量は両試験地ともに斜面上部で最も多

く，斜面下部の１．５～３．０倍となった．斜面上部では萌芽

更新の容易な樹種が伐採前の林分を構成していたため萌

芽更新が旺盛であったことが地上部現存量の増加につな

がった．これに対して，斜面下部ではコナラなどの大径

木が伐採前の林分を構成していたため，切り株のサイズ

が大きく，萌芽による更新のしにくい状況にあったため，

林分の成長は先駆樹種の実生更新に依存していたためと

考えられる．一方，伐採直後に見られた草本の現存量が

減少したのは，林分の閉鎖にともなう林床照度の低下の

結果である．

４）伐採後の地上部現存量の経年変化

本試験地では伐採直後からスギ植栽区では毎年１回毎

木調査を行い，自然放置区ではこれまでに数回標準地刈

り取り法により現存量の調査を行い，すでに報告してき

た（片桐・中尾１９８５，片桐１９８６，片桐１９９２，片桐２００６）．

そこで，これらの結果と合わせて伐採後の地上部現存量

の変化を自然放置区について図２に，スギ植栽区につい

て図３に示した．

自然放置区では伐採後の年数が経過するにつれて地上

部現存量は両試験地ともに指数関数的に増加し，木本の

現存量が９３．９～９８．９％と大半を占めた．斜面上部では第

２試験地の２３年目に第１試験地の２８年目の現存量を上回

り，より速い現存量の回復傾向を示した．斜面下部では

第１試験地の伐採１２年目の現存量が，伐採後２３，２８年目

の両試験地の現存量を上回っていたものの，伐採後の経

過年数に対応した現存量の増加傾向を示した．斜面位置

で現存量の回復を比較すると萌芽更新の優占する斜面上

部で最も速く，実生更新の優占する斜面下部がこれに次

ぐ形となり，斜面中部では植生の回復が遅れる結果となっ

た．伐採時の林齢が４０年生強と比較的高かったために斜

面下部ではコナラなどの切り株サイズが大きく萌芽更新

表４ 伐採後２３年目，２８年目の皆伐試験地における地上部現存量

スギ
（t/ha）

木本D＞３cm
（t/ha）

木本D＜３cm
（t/ha）

ササ
（t/ha）

草本
（t/ha）

シダ
（t/ha）

合計
（t/ha）

第１皆伐試験地
（伐採後２８年）

自然放置区

斜面下部 － ４４．０６ ０．５５ １．６１ ０．１６ ０．０１ ４６．４０

斜面中部 － ４２．０２ ３．１２ ０．６３ ０．０４ ０．０１ ４５．８１

斜面上部 － ５８．９８ ４．６６ １．３４ ０．００ ０．００ ６４．９８

スギ植栽区

斜面下部 １２２．９７ ０．００ １．５６ １．４５ ０．０９ ０．００ １２６．０７

斜面中部 １３２．８０ ０．００ ０．０２ １．５０ ０．０３ ０．００ １３４．３５

斜面上部 ９７．４５ ０．００ ０．３９ ０．１４ ０．０１ ０．００ ９７．９９

第２皆伐試験地
（伐採後２３年）

自然放置区

斜面下部 － ２９．１９ ２．９９ １．９６ ０．０１ ０．００ ３４．２７

斜面中部 － １６．２５ ２．６４ ０．６６ ０．０１ ０．００ １．５５

斜面上部 － １００．２８ ５．５６ １．１１ ０．００ ０．０１ １０６．９９

スギ植栽区

斜面下部 ７０．７２ ０．００ ０．００ ０．０１ ０．００ ０．００ ７０．７３

斜面中部 ５４．３２ ０．００ ０．０３ ０．０５ ０．００ ０．００ ５４．４０

斜面上部 ６８．８７ ０．００ ０．０４ ０．０１ ０．００ ０．００ ６８．９１
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が旺盛ではなく，切り株サイズの比較的小さかった斜面

上部で萌芽更新が容易であったことが考えられる．

スギ植栽区では植栽木の順調な成長にともないスギの

現存量が増大し，斜面下部，中部では放置区の木本現存

量の２．２～２．９倍に達した．草本，木本，ササなどのスギ

以外の現存量は伐採後２３，２８年目にあたる２００６年を除い

て測定していないが，植栽後数年間の現存量は下刈りの

影響により量的に少なくなるものの，放置区と同様の傾

向を示すと考えられる．

木本，草本，ササのそれぞれについて見ると木本は自

図２ スギ植栽区における地上部現存量の変化 図３ 自然放置区における地上部現存量の変化

図４ 草本現存量の経年変化 図５ ササ現存量の経年変化

片桐ほか：皆伐跡地における物質循環に関する研究（Ⅱ） １５



然放置区の斜面上部で多く，年数とともに指数関数的に

増加し，第１試験地では伐採後２８年目に斜面下部，中部，

上部で伐採直後のそれぞれ４５，５２，４５倍，第２試験地で

は伐採２３年目にそれぞれ１００，４１，１６８倍となった．これ

に対して，図４に示した草本の現存量は斜面下部では伐

採直後に第１試験地では全体の７２％，第２試験地では２４％

占めていた（片桐ら１９８５）が，５年目には半減し，１１年

目以降は０．５t/ha以下となった．斜面中部でも現存量は下

部に比べると少ないが同様の傾向が認められた．樋口

（１９７５，１９７６）はスギの植栽地でキク科の草本やワラビは

植栽後２－３年目をピークに５年目には消失すること，カ

ラマツ植栽地では相対照度の低下により特に広葉草本の

生長・発生の衰退・消失が植栽２年目から始まると報告

している．

ササの現存量は第１試験地で０．０４～２．０４t/ha，第２試

験地で０．６３～３．５９t/haの間で変化し，図５に示したよう

に試験地，斜面位置により傾向が異なり，伐採前のササ

の繁茂状況や伐採後の上層木の成長にともなう光条件の

影響を受けたと考えられる．

以上のように伐採跡地にスギ植栽区と自然放置区を設

けた場合．斜面下部ではスギの成長による現存量の増加

が著しく．自然放置区の現存量を上回るが．斜面上部で

は自然放置区の萌芽更新による現存量がスギ植栽区の現

存量を上回る結果となった．現存量の回復の観点から見

ると斜面上部を伐採して人工林化することは自然回復に

劣ることを示しており，生態系の物質循環に与える影響

も大きいと考えられる．
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ギ連年植栽地の植生変化．日林誌５７（１０）:３４６－３５０

片桐成夫（１９８６）皆伐跡地における物質循環に関する研

究（Ⅰ）伐採後２年目までの地上部養分量の変化，

島根大農研報２０:５９－６６

片桐成夫（２００６）「水源林造成事業における針葉樹植栽に

ついて」調査研究報告書．森公弘済会調査研究報告

書１４:５５－１３２

片桐成夫・中尾道広（１９８５）皆伐跡地における植生回復

にともなう地上部現存量の変化．島根大学農学部研

究報告１９:３９－４４

片桐成夫・石井 弘・三宅 登（１９８５）スギ人工林にお

ける下層植生の地上部現存量について，島根大農研

報１９:３４－３８

片桐成夫・石井 弘・三宅 登・西垣真太郎（１９７６）三

瓶演習林内の落葉広葉樹林における物質循環に関す

る研究（Ⅰ）調査地の植生および林分の概況につい

て，島根大農研報１０:１０５－１１１

片桐成夫・石井 弘・三宅 登・安東義朗（１９８４）三瓶

演習林内の落葉広葉樹林における物質循環に関する

研究（XII）斜面位置による地上部現存量の相違，島

根大農研報１８:５３－６０

松山知恵・竹内典之（２００３）若齢広葉樹人工林の現存量，

日本林学会大会学術講演集１１４:６１

根岸賢一郎・鈴木 誠・佐倉詔夫・丹下 健・鈴木貞夫・

斯波義宏（１９８８）スギ幼齢林における地上部現存量

の経年変化，東京大学農学部演習林報告７８:３１－５７

奥田史郎・伊藤武治・九島宏道・清野嘉之・山田 健

（２００３）伐採後放置された造林地における雑草木の再

生量について，日本林学会大会学術講演集１１４:６７６

佐藤大七郎（１９７３）陸上植物群落の物質生産Ⅰ a森林（生

態学講座５－a），９５pp，共立出版，東京

島田博匡（２００４）三重県尾鷲地域の伐採跡地における獣

害防護柵内外の植生更新－伐採１年後の植生の相

違－，日本林学会大会学術講演集１１５:６９２

外舘聖八郎（１９８５）植栽密度を変えたコナラ模型林分の

樹幹形・成長と現存量，日本林学会大会発表論文集

９６:４１５－４１６

鈴木雅一・福嶌義宏（１９８９）風化花崗岩山地における裸

地と森林の土砂生産量－滋賀県南部，田上山地の調

査資料から－，水利科学１９０:８９－１００

玉垣雅史（１９８８）スギ人工林における現存量と養分量に

関する研究 島根大農卒論７３pp

四大学および信大合同調査班（１９６６）森林の生産力に関

する研究（Ⅲ）スギ人工林の物質生産について，６８

pp，日林協育技研，東京
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